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2A9 大企業の休眠特許に 対する中小企業の 技術導入の意向分析 

0 対馬 正秋 ， 7 き永 善廣 ，藤本信男 ( 日本テクノマート ) 

1 . 謂 査の目的 

本学会第Ⅱ同年次大会では、 特許出願上位 300 社を対象に実施した「平成 7 年度特許庁 未 
利用特許情報実態調査」の 概要を紹介した。 その調査では、 大企業における 特許権 の実施状況 
ならびに不実施理由等について 分析を行ない、 我が国に現存する 68 万件の特許の 内、 大企業と 
して商品化利益の 少ない特許や 防衛特許等の 理由で不実施状態にあ るものが 46 万件存在し、 そ 
の 一方で、 当事者間の実施許諾条件の 合意が得られれば、 この内の 6 割以上の特許がライセン 
ス可能であ ると算定された。 しかしながら、 多くの大企業が 特許の有償開放を 誼 う 中、 実施 許 
諾 後のノウハウ 提供に応えられない 等の理由で、 全ライセンス 契約件数に占める 関連会社を除 
く中小企業へのライセンス 実績は 1 割 未満とする大企業が 半数以上を占める。 
こうした売り 手側の実態が 明らかにされたことを 受けて、 特許権 等の技術流通の 主たる買い 
手側 企業であ る中小企業の 技術導入に対する 考え方、 中小企業等への 情報提供のあ り方、 流通 
、 ンステムのあ り方について 調査・検討し、 流通市場の活性化と 未利用特許を 有効に活用した 産 
美育成施策を 講じるための 基礎とするために 実施したものであ り、 その概要について 紹介する   
なお、 本 データは「平成 8 年度特許庁未利用特許情報実態調査一中小企業における 技術 
( 特許権 等 ) 導入の実態調査」の 結果に基づいている。 

2 . 調査研究項目と 手法 

全国の技術開発指向の 中小企業約 3,000 社を対象として 実施したアンケート 結果から、 特許 
権 等の技術導入状況、 大企業所有の 未利用特許に 対する中小企業の 興味 度 、 自社技術の他社へ 
の売り込み状況、 研究開発体制、 外部支援機関の 利用状況、 今後の技術導入の 方向性等の分析 
を行なった。 アンケート発送件数 2,935 社の内、 有効回答件数は 1,006 社であ り、 有効回収率は 
35.4%  となった。 
3 . 回答中小企業の 屈性一一一回答企業 1.006 社の主な特徴 
① 業 種 割 合 : 電気機械工業系 21%(214 社人化学工業系 21%(210 社人金属工業系Ⅱ % 
(135 社 )    自動車・機械工業系 12%(125 社 人 精密機械工業系 11%(i12 社人建設工業系 5%(52 社 ) ほか 
② 資 本 金 : 6 割以上 (64%) の企業が 5.000 万円未満 

③従 業 員 数 : 50 人未満が約 6 割 (57%) 

④研究開発者数 : 5 人未満が約 7 割 (66%) 
⑤年間総売上高 : 5 億円未満が約 4 割 (44%) 
⑥年間研究開発費     1,000 万円未満が約 4 割 (43%) 

4 . 技術 ( 特許権 等 ) 時人状況 

4 Ⅰ技術導入の 必要性 約 8 割の中小企業が 技術導入を必要としている 
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図 1 技術導入の必要性 ( 単数回答 ) 
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図 2  技術導入経験 ( 単数回答 ) 

4. 3 技術梓人の相手先 民間企業からが 約 7 割 

これら技術導入経験のあ る約 3 割の企業が技術導入した 相手先は、 「国内企業」が 67% と最 

も多い。 次いで国立研究所や 公 
          硝 Ⅱ 設 試験場などの「公的機関」が 

余接 ( 大                   66@ 9(192) 

  " ロ   ",   20% 、 「海覚企業・ 機関」が 17 

公的機関 ( 国研・公設 拭勒 @       19@ 5(56) 
九と 続き、 「大学」と回答した 

                          こ 。 ， 。 ・ ，，   
企業は 13% に過ぎず、 「民間 コ 

海外 ( 公案   """"   一                 ンサルタント」の 紹介で技術 導 

。 "" 目， 。 。 ",     () N=287 内は 全文 社 敦 入した例はわずか 4  %  であ る。   
図 3 技術導入夫 ( 1 件以上導入の 場合 )  ( 複数回答 ) 

4, 4 技術導入 先 との関係 単なる取引先や 異業種企業が 主 

技術導入 先 の 内 、 国内企業または 海外企業との 関係は、 「単なる取引先」、 「単なる取引先 
                                        以外の異業他社」、 「単なる 取 

単なる取引先『 @m 
  

-@                引先 以外の同業他社」の 順であ   
単なる取引先以外の 天主他社 29@ 4(64) 

16@ 5(36) 

り 、 意外にも系列関係にあ る 
単なる取引先以外の 同文他社 

同一グループ 内在 集   13・ 「同一バループ 内企業」や「 資 

                      [--JZ・ 本 提携している 親会社」からは 
。 " 他日・ " 。 ， N=218 少ない。 
。 " 一               ( ) 内は企業 致 

4 図 技術導入の柏手先との 関係 ( 大 ・ キ ・小企業または 海外企業について ) ( 単数回答 ) 
4. 5 技術導入の形態 権 利の伴わないノウハウや 技術指導が半数を 占める 

全体的に、 技術導入経験のあ る企業の技術導入の 取引形態は、 「特許権 を伴わないノウハウ 
や 技術指導」が 最も多く、 クロスライセンスの 締結や特許権 等そのものの 買い取りは少ない。 

一方、 年間総売上高が 増加するに従 ひ 、 特許権 にノウハウや 技術指導を加えた 取引形態が増 

                ル、 え、 逆に売上高が 減少す 

                  ろは つれて権 利の伴わな 
特杵忙 時のⅡ常典 施 ほの 牡刊取窩                                                                                                           ぃ 技術ノウハウや 技術 指 
ウ用 実施 接に乃吋や技伍指有さ 加 導の割合が増える 傾向が 
>t@@t6@i:/'@"')@tt)fifsa@@ai  IZ@.@gllg@.@10  5(3<" みられた。 
@@@fflstw<@@@  ju@g@a'4"" 
クロスライセンスを 俺構 したきミ目 2@(6) 

商品開発時の 問題解決 
方法として公的機関に 相 

化 い取りに 乃 ハウ や 枝折 栢汗 を加 
談 する例が最も 多いと ぃ 

                  う 結果も本調査から 待ち   
。 " 一             れており、 ノウハウ や技 

術 指導が自社技術補完の 
図 5 導入した技術の 取引形態 ( 単数回答 ) ために重要とされている。 
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4.6 ノウハウ や 技術指導の必要度 必要性大とする 企業は約 4 割 

ノウハウの必要性は、 「特許権 等を実施するにあ たり必要性大」が 38% 、 「特許権 等の技術 

不明 を 簡単に補足する 程度のもの ( 必要性 
Ⅰ． 1 (7) 

そのは 中程度 ) 」が 27% であ る。 「特許権 等 
を 実施するにあ たって必要性は 低い」 
とする企業は 24% で、 特に研究者数 
が 少ないほど並びに 年間売上高が ， 」 1 

さ いほど ノウハウの必要性は 低くな 

る 傾向が見られる。 

( ) 内は企 集故 

図 6 提供を受けたノウハウや 技術指導の必要性の 程度 ( 単数回答 ) 

4.7 技術導入交渉した 理由 主力新製品にするための 技術導入 

技術導入交渉を 経験している 企業の交渉理由は、 「重要な新商品 口 にしたい」が 53% で最も多 

              く、 次いで「最先端 

ユミ な % 高品にしたい 技術が必要」 32% 、 
も先廿技 祈が 必 Ⅰ 「新規事業・ 異業種 へ 

丘荻 ""                           の 進出が必要だった」 
Ⅰ迫技 宙を旺 入 したかった 

相手との協力也 條を在 めるため 
30% と続く。 なお、 
「実施 権 取得による 

英憶肝取待 による 打科 住吉 0 ロ 臣                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           8.4(23) 権 利侵害の回避」は 
生まエ程の妨 串 化が必Ⅰ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           6.5(l   ) 

その他                                                                                       2 2(6) 
8 % であ った。 

  ( ) 内は回 告倣   N Ⅰ 215 

図 7 相手企業に技術導入の 交渉をした理由 ( 複数回答 : 2 つ まで ) 

4. 8 交渉相手技術の 評価基準 先端技術か自社対応可能な 技術か 

技術導入交渉を 経験している 企業が交渉を 行なった際、 最も重視した 技術評価項目は、 「他 
に類を見ない 最先端技術か 否か」が 48% 、 「導入後、 自社内の技術者で 対応可能な技術レベル 
かどうか」が 47% 、 「 他 分野への応用性があ るか否か」が 39% と高い割合を 占めている。 この 

            
わり Ⅰ ことから、 導入した l 他に妓を兄ない 恩光 皓技伍か 最先端技術を 自社学 

独 で商業化に結び 付 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        鰹轡                 

@@iaaws.a@*<@                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             けたいとする 中小企 

SffUSi<RWWSh@@                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   3(3l   業の意向が伺える。 
@@@@W@                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    9(30) 

" 。 " 欝 。 。   "   
( ) 内は回音 件抽 

補綴、 ， " 甘 Ⅰ 275 

図 8 相手技術の評価重要項目 ( 枝数回答 : 2 つ まで ) 

い 技術導入交渉が 成約しない理由 技術や市場価値に 見極めがっかない 

技術導入のための 交渉を行なったものの 契約成立までに 至らなかった 企業の主たる 理由は 、 

「導入しようとした 技術が未完成であ った」が最も 多く 、 次いで「技術の 市場価値に見極めが 

っ かない」、 「情勢 ( 業績・経営方針市場等 ) が変化した」、 「自社の資金調達人が 不足して 
い た」などが続く。 
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技術 がホ 尭はであ った 
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拍勢ひ 在化した 
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N こ g2 
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26 1 (24) 

図 9  技術導入のための 契約締結に至らなかった 理由 ( 複数回答 : 2 つ まで ) 

( 技術導入交渉を l 件以上紐検し、 交渉技術件数よりも 尊人件数が少ない 企業 ) 

5. 大全集所有の 未利用 特杵に 対する興味 度 
5. ] 未利用特許に 対する中小企 圭 の 反広 大企業からの 売り込みを期待 

大企業を対象に 実施した調査では、 保有する特許が 未利用にあ るのは、 「技術移転する 相手 
が 見つからない」とする 大企業が約 6 割に及ぶ。 このような理由で 休眠状態となっている 人企 
業の特許情報に 対する中小企業側の 反応は、 「大企業側の 積極的な売り 込みを期待」とした 待 
ちの姿勢の企業が 30% と最も多く 、 次いで「今後積極的に 大企業に接触していきたい」が 19% 。 

                一方では「大企業 
大全集の神授的な 克り 込みを期待 との交渉は避けた い 」 

打綾的に接推していさたい とする企業も 14% 存 

大全文との交渉 は Ⅰけたい 在する。 また、 「 当 

以前から大企Ⅰに 接億 している 社は以前から 大企業 

その他 に 接触している」と 

不明 。 幡は日 * 企 ま "  している企業は 13%   
であ る。 

図 1 0 大企業保有の 未利用特許に 対する中小企業の 反応 ( 単数回答 ) 

5.2 大全案の特許不実施理由に 対する中小企業の 反応 半数以上の中小企業が 内容を見たい 

大企業を対象に 実施した調査では 大企業の特許不実施理由として「他の 代替 案 と比較して 効 
果 が少ない」 「商品化による 利益が少ない」等が 挙げられている。 このような理由で 使われて 

いないとする 大企業の特許情報に 対して、 中小企業側の 反応としては、 「あ る程度内容を 見て 

  

  " 興味 度 " と定義すると、 全体の 65% が 
あ る程度内容を 見てみたい ， ，， 大企業の未利用特許情報に 接触したい 

全く異味がない とする意向が 表れている。 なお、 これ 

わからない 5 大企業の未利用特許情報に 興味を持 

大主典妹があ る 
っ 企業が求めている 技術が妥当な 場合、 

その他 
ライセンスを 受ける用意があ るとした 

( ) 内はロ番全文 甘   中小企業は 79% にも達することが 分か 
不明 

った 。 

図 1 1 大企業の特許不実施理由に 対する中小企業の 反応 ( 単数回答 ) 
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6 . 大企業の特許 有   開放と中小企業 

大企業を対象に 実施した調査によれば、 回答した大企業 212 社の内の約 6 割にあ たる 132 社が 
知的財産の有効活用のために 何らかの形で 特許の有償開放を 行なっている。 さらにこの内、 他 

社からの要求に 対して「例覚なく 全ての権 利を対象に開放」としている 企業は 18 社 (14%) であ 
り、 「一部の権 利を除き原則開放」とする 企業が 92 社 (70%) であ る。 
6. 1 大全粟の特許有位開放に 対するイメージ 自社ニーズに 合 う シーズ技術探しが 困難   このような大企業の 特許 有 

ニーズに 合う技 備を探すのが 国雄           償 開放の現状に 対して、 中小 
有は Ⅱ放している 金葉が不明 企業側は「当社のニーズに 合 
ス企 穏の特許Ⅱ放は 自社に有用 

@xroiai@@@w                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       う 技術を探し出すのが 困難」 

， "@ia:@g 。 <;a<s; 。 L@@>L 、                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         とする企業が 64% と最も多く 、 

仲介 ウ 集古け・片月 ン t 等 ) が 少ない 鰹 841851 次に「どの企業が 有償開放し 

。 の 他鰯 ，   郎 ， ) ているのか不明」 46% が続く。 
@ 内は回 告件拉 

不明 箆繋爵 65( 。 5)   
図 1 2 大企業の特許有償開放に 対するイメージ ( 複数回答 ) 

6.2 実施権 の取得交渉しやすい 権 利とは ノウハウ付きのライセンス 

      他社から実施権 を取得する 

"",""" 。 " の 他 。 ' 。 " 。 を 提 " され。 際 、 取得交渉しやすい 権 利は 、 

杵轄 。 "" あ 。 '""' れ 。 。 。 
「ラ イ センシングの 他に / ウ 

同規模かっ同友企まが 所有 
ハウを提供する 用意があ る 特 

田こ 第 3 者に ライ t" 力 " 力 " されている 
許権 等 」が最も高く 、 次いで 

親企 " 所 """" 杵考 
「他社に実施許諾の 意志はあ 
るもののまだどこへもライセ 

。 ' 。 " 。 割 。 " シ スされていない 特許権 等」 
" 邨 が続く。 

図 1 3 実施権 の権 利取得交渉をしやすい 権 利とは ( 複数回答 : 2 つ まで ) 

6 、 3 技術導入に除しての 問題点 資金と契約ノウハウの 不足 

中小企業で技術導入を 担当しているのは 経営者自らが 最も多い。 直面する課題としては「技 
術導入資金に 余裕がない」とする 企業が最も多く 、 次いで「技術導入の 経験が少なく 契約の / 

  ウハウが乏しい」、 「 技 
技 柄口入資金に 余裕がない   

軽検 が少なく契約の 杓ハ ウ が乏しい 
術 取引に関する 情報量が 

枝折取引の前報Ⅰが 不足している 
不足している」、 「ライ 

う れ減を ヰ H に扱う者がいない センスを専門に 扱う者が 

契約Ⅰ作成作文が 頑 笘 いない」のように 契約実 
                                                翻， ・ ， 。 ，， ) 務 に関する人材と 情報 不 

その他   
( , 内は回答 件接 

足の点が課題。 
不明 7.3(73)   

図 1 4 技術導入に除しての 問題点 ( 複数回答 : 2 つ まで ) 

6.4 技術導入時に 望まれる支援システム 最も必要なのは 技術の探し出し 支援 

              技術開発指向のあ る中 
枝折 を控し 出す ] ンサ 巧 Ⅱ．公的 ぬ朋 小企業が求める 支援シス 

杵旛 可能と明記した 拍報 提供システム 
テム は「自社のニーズに 

特許権 符 の押伍を支撰する 減 〒 ム 
基づいた技術を 探し出し 

契約手 椋 きを代行する ]. ノサ * ゥント   
その他 3 l は   てくれるコンサルタント 

公的 ぬ閏     や 公的機関」。 次いで 
「他社に実施許諾可能であ 

図 1 5 技術導入に必要な 支援システム ( 複数回答 : 2 つ まで ) と る 明記された技術 ( 特 
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